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平成 28 年 12 月 12 日 

各  位 
会 社 名 神島化学工業株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長  池田 和夫 

（コード番号 4026 東証第二部） 

問合せ先 取締役総務部長 小田島 晴夫 

電話 (06)6110－1133 
 

第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異及び通期業績予想の修正 
並びに剰余金の配当(中間配当)及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 28 年６月 10 日に公表した第２四半期累計期間の業績予想値と実績値の差異及び通期業績

予想の修正について、お知らせいたします。 
また、当社は、平成 28 年 12 月 12 日開催の取締役会において、平成 28 年 10 月 31 日を基準日

とする剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議し、通期業績予想の修正に伴い、平成 29 年度

４月期期末配当予想を修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 
 

 
１．業績予想値と実績値の差異及び通期業績予想の修正について 

(1)平成 29 年４月期第２四半期（累計）業績予想値と実績値の差異 
 (平成 28 年５月１日～平成 28 年 10 月 31 日) 

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

四半期純利益
(百万円)

１株当たり
四半期純利益

前回発表予想　(A) 10,860 580 540 370 40円42銭

今回実績　(B) 10,964 701 661 533 58円34銭

増　減　額　(B-A) 104 121 121 163 ─

増　減　率　(％） 1.0 20.9 22.6 44.3 ─

(ご参考)前年第２四半期実績
(平成27年４月期第２四半期) 10,762 368 338 336 36円76銭
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(2)平成 29 年４月期通期業績予想の修正 
 (平成 28 年５月１日～平成 29 年４月 30 日) 

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

当期純利益
(百万円)

１株当たり
当期純利益

前回発表予想　(A) 22,350 1,280 1,200 860 93円95銭

今回修正予想　(B) 22,450 1,400 1,320 980 107円6銭

増　減　額　(B-A) 100 120 120 120 ─

増　減　率　(％） 0.4 9.4 10.0 14.0 ─

(ご参考)前期実績
(平成28年4月期) 21,819 791 710 624 68円18銭

 
 
 

(3)修正の理由 
 平成 29年４月期の第２四半期累計期間の業績につきましては、建材事業においては、住宅

分野では軒天井ボードの高級化製品の拡販、非住宅分野では耐火パネルの需要が増加したこ

となどが寄与し、売上高は前回予想を上回りました。損益面では、売上高の増加に加えて、

輸入燃料価格の下落や有形固定資産の償却方法の変更などによる減価償却費の減少や税額控

除の適用により、営業利益、経常利益及び四半期純利益共に、前回予想を上回りました。 

 平成 29年４月期通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間までの業績動向を踏ま

え、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益共に、前回予想を上回る見通しとなりまし

たので、上方修正いたします。   
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２．剰余金の配当(平成 29 年 4 月期中間配当)及び配当予想の修正について 
(1)剰余金の配当(中間配当)の内容 

 
決 定 額 直近の配当予想 

(平成 28 年 6 月 10 日公表) 
前期実績 

(平成 28 年４月期中間) 
基 準 日 平成 28 年 10 月 31 日 同左 平成 27 年 10 月 31 日 

１株当たり配当金 7 円 00 銭 同左 0 円 00 銭 
配当金総額 64 百万円 ― ― 
効力発生日 平成 29 年１月 16 日 ― ― 
配 当 原 資 利益剰余金 ― ― 

 
 
(2)期末配当予想の修正の内容 

 １株当たり配当金 
基 準 日 第２四半期末 期末 年間 
前 回 予 想 7 円 00 銭  7 円 00 銭 14 円 00 銭 
今回修正予想  11 円 00 銭 18 円 00 銭 
当 期 実 績 7 円 00 銭   
前期実績      

(平成 28 年４月期) 
0 円 00 銭 12 円 00 銭 12 円 00 銭 

 
(3)理由 

 当社は、株主のみなさまへの利益還元を重要な経営課題のひとつと認識しており、配当につ

きましては、長期的に安定的な配当の継続を基本に、各期の利益水準、配当性向、及び将来に

向けた内部留保の確保等を総合的に勘案し、株主のみなさまに利益還元する方針としておりま

す。 
平成 29 年４月期通期の業績予想が前回予想を上回る見通しとなりましたので、期末の配当予

想を１株当たり４円増額した 11 円に修正いたします。その結果、年間の配当予想は１株当たり

４円増額した 18 円となります。 

 
（注）上記の予想は、本資料の作成時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績等は、今後様々な要因によって予想とは異なる可能性があります。 

 
以  上 


